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文
字
・

表
記
(
史
的
研
究)

<r国語学J 193 集

は
じ
め
に

ふ
た
つ
の
展
観
か
ら
は
じ
め
る 。
ひ
と
つ
は 、
国
文
学
研
究
資
料
館
平
成
八

年
度
春
季
特
別
展
示
「
近
世
文
字
社
会
の
ひ
ろ
が
り

li史料館収蔵史料展
||」

(
平
8・
5)
で 、
文
字
の
使
用
と
い
う
面
か
ら
近
世
社
会・
近
世
史
料
を
考
え

る
こ
こ
ろ
み 。
近
世
史
が
注
目
さ
れ
て
き
た
中
で 、
位
相
的
な
面
に
焦
点
を
あ

て
た
文
字
生
活
の
様
子
が
浮
か
び
上
が
る
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示
で
あ
っ
た 。

も
う
ひ
と
つ
は 、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
特
別
展
示「
歴
史
の
文

宰1ー

記載・
活
字・
活版」
(
平
8
・
9)
で
あ
り 、
こ
れ
に
は
詳
細
な
解
説
(
東
京
大
学
出

版
会 、
平
8-
m)
が
編
ま
れ
て
お
り 、
印
字
を
中
心
と
し
た
日
本
の
文
字
表
記

の
通
史
と
な
っ
て
い
る 。
両
者
と
も 、
文
字
生
活
と
い
う
観
点
か
ら
興
味
深
い

も
の
で
あ
り 、
今
後
の
こ
の
方
面
の
研
究
を
促
す
も
の
で
あ
ろ
う 。
こ
れ
に
類

す
る
も
の
と
し
て 、
紀
国
順一
郎『
図
鑑
日
本
語
の
近
代
史」
(
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ

ム 、
平
9・
7)

が
あ
っ
た 。
こ
れ
は 、
氏
の
日
本
語
図
鑑
シ
リ
ー

ズ
の
完
結
編

で
あ
り 、
あ
ら
た
め
て
日
本
語
表
記
の
歴
史
の
多
様
性
に
思
い
が
い
た
る 。
書

記
の
根
本
に
「
見
る
こ
と
(
平
面
性
こ
が
あ
る
と
い
う
当
然
の
こ
と
が
ら
が 、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
形
で
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ 、
圧
倒
さ
れ
る 。
文
字
表
記
に
と
っ

て 、
線
条
的
な
こ
と
ば
の
列
ぴ
の
い
か
に
現
実
か
ら
か
け
離
れ
む
な
し
い
こ
と
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乾

主皇
Eコ

彦

-カ
こ
の
期
に
纏
め
ら
れ
た
単
行
本
で
は 、
馬
淵
和
夫
『
国
語
史
叢
考」
(
笠
間
書

院 、
平
8・
ロ)
の
表
記
論
が 、
比
較
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
表
記
論
を
展
開
し

て
お
り 、
文
字
表
記
研
究
を
志
す
も
の
に一
定
の
指
針
を
与
え
て
く
れ
る 。
安

田
章
「
国
語
史
の
中
世」
(
三
省
堂 、
平
8・
3)
の
中
の
仮
名
遣
い
仮
名
文
字
遣

い
の
論
考
も
ま
た 、
後
学
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り 、

氏
の
研
究
を
基
と
し

て 、
多
数
の
論
考
が
見
ら
れ 、
こ
の
期
で
は
特
に
研
究
が
活
発
で 、
も
っ
と
も

進
展
し
た
分
野
で
は
な
か
っ
た
か
(
後
述) 。
な
お 、
氏
の
「
国
語
史
に
お
け
る

規
範
の
問
題」
(『
国
語
国
文』
日t
5 、
平
8・
5)
は 、
さ
ら
に 、
文
献
ご
と
の

規
範
を
想
定
す
る
必
要
を
説
く 。
ま
た 、
山
内
洋一
郎
『
金
沢
文
庫
本
仏
教
説

話
集
の
研
究』
(
汲
古
書
院 、
平
9・
U)
は
待
望
の
影
印
に
加
え 、
綿
密
な
本
文

研
究
と
国
語
学
的
研
究
が
あ
り 、
特
に
書
写
・
表
記
と
漢
字
字
体
の
章
は 、
一

つ
の
文
献
を
取
り
扱
う
と
き
の
文
字
研
究
の
あ
り
方
を
教
え
る 。
朝
鮮
語
表
記

と
の
関
係
か
ら
の
藤
井
茂
利『
古
代
日
本
語
の
表
記
法
研
究』
(
近
代
文
芸
社 、
平

8・
7) 、

古
記
録
で
は
小
山
登
久
「
平
安
時
代
公
家
日
記
の
国
語
学
的
研
究』

(
お
う
ふ
う 、
平
8・
5)
が
あ
っ
た 。

本
稿
は 、
文
字・
表
記
(
史
的
研
究)
と
な
っ
て
い
る
が 、
突
き
詰
め
れ
ば
書

記(
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ)
の
歴
史
的
研
究
の
概
観
で
あ
る 。
「
文
字
言
語」
が
提
起
さ



れ
て
久
し
い
が 、
そ
れ
に
導
か
れ
て
日
本
語
の
書
記
を
対
象
と
し
て
き
た
筆
者

の
基
本
的
な
立
場
は 、
乾
善
彦
「雪一口
語
に
お
け
る
書
記
の
位
置
付
け
に
関
す
る

覚
え
書
き」
(『
女
子
大
文
学」
錦 、
平
9
・3)
に
示
し
た 。
そ
れ
に
の
っ
と
り 、

こ
と
ば
を
書
き
記
す
た
め
の
文
字
の
素
材
(
体
系)
面
と
運
用
(
機
能)
面
の
二

面
か
ら 、
こ
の
期
の
研
究
を
見
て
行
き
た
い 。

一、
素
材
面
l 

字
体

文字 ・ 表記 (史的研究)

近
年
の
ワ
ー

プ
ロ
の
普
及
に
と
も
な
っ
て
情
報
交
換
用
の
漢
字
字
体
と
史
的

研
究
と
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
発
言
が
注
意
さ
れ
る 。
口
頭
発
表
だ
が 、
石
塚

晴
通
「
漢
字
字
体
の
日
本
的
標
準」 、
池
田
証
寿
「
徒
然
草
第
百
三
十
六
段・
類

衆
名
義
抄・』
出
漢
字」
(
訓
点
語
学
会
平
8
春
季) 、
嘗
山
日
出
夫「
漢
字
の
標
準

字
体
に
つ
い
て」
(
訓
点
語
学
会
平
8
秋
季)
な
ど
に
お
い
て 、
国
語
史
の
立
場
か

ら
の
字
体
整
理
に
対
す
る
積
極
的
な
発
言
が
あ
っ
た 。
情
報
交
換
用
の
文
字
は 、

今
後
お
お
い
に
検
討
さ
れ
整
理
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し 、
そ
れ
は 、
た
と
え

ば
資
料
の
複
製
あ
る
い
は
画
像
化
と
も
あ
い
ま
っ
て 、
文
字
の
機
能
の
二
極
化

を
進
展
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か 。
伝
達
と
文
化
と
の
相
反
す
る
こ
と
ば
の
こ
面

性
が 、
そ
こ
に
は
あ
る 。
情
報
伝
達
用
の
文
字
は
情
報
化
時
代
に
あ
っ
て
必
須

の
事
柄
で
あ
り 、
整
理
が
必
要
で
あ
る
が 、
そ
れ
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
こ
と
ば

に 、
虚
し
さ
を
感
じ
る
の
は
時
代
に
つ
い
て
い
け
な
い
も
の
の
繰
り
言
か 。

こ
の
方
面
で
は 、
笹
原
宏
之「』
目
ugN
S
に
お
け
る
音
義
未
詳
字
に
対
す
る

原
典
に
よ
る
同
定」
(『
国
語
学
研
究
と
資
料』
初 、
平
8・ロ) 、
「
字
体
に
生
じ
る

偶
然
の一
致」
(『
日
本
語
科
学」
l 、

平
9
・4) 、

「』
白
)gN
S
に
お
け
る
疑
問

字
の
発
生
経
緯
と
そ
の
用
例」
(『
日
本
近
代
語
研
究』
3、
未
見)
は 、
史
的
研
究

と
方
言
字
と
現
代
の
字
体
と
を
ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う
問
題
に
い
ど
む 。
{子

体
整
理
に
は
そ
れ
を
支
え
る
理
論
的
な
裏
付
け
が
求
め
ら
れ
る
が 、
理
論
面
と

併
せ
て 、
こ
の
よ
う
な
着
実
な一
字一
字
の
考
察
の
積
み
重
ね
が
な
お
必
須
で

あ
る
こ
と
言
を
倹
た
な
い 。
そ
の
点
で
は 、
田
村
夏
紀
「
観
智
院
本
『
類
衆
名

義
抄』
と
「
龍
禽
手
鑑』
の
正
字・
異
体
字
の
記
載
の
比
較」
(『
鎌
倉
時
代
語
研

究」
初 、
平
9
・5) 、

「「
干
禄
字
書」
と
観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄」
の
比
較」

(『
国
語
学
研
究
と
資
料』
幻 、
平
9・ロ)
は 、
個
々
の
資
料
の
考
察
に
興
味
を
覚

え
る
が 、
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
射
程
を
持
つ
の
か 、
展
開
を
待
ち
た
い 。
な
お 、

干
禄
字
書
に
は
山
田
奈
津
子
「
類
別
『
干
禄
字
書』
表」
(『
古
典
研
究」
幻 、
平

8
・5)

の
労
作
が
あ
る
が 、
古
く 、

一
部
に
だ
け
存
す
る
『
校
本
干
禄
字
書」

が一
一般
に
流
布
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る 。

字
体
の
記
述
に
関
し
て 、
峰
岸
明「『
御
堂
関
白
記」
自
筆
本
の
漢
字
字
体
記

述
に
関
す
る一
試
論」 、
岸
野
大
「
漢
字
字
体一
隅」
(
と
も
に
『
横
浜
国
大
国
語

研
究』
U 、
平
8
・
3)
は 、
一
文
献
の
漢
字
字
体
の
記
述
を
内
部
徴
証
に
加
え

古
字
書
と
の
比
較
に
求
め
る 。
古
字
書
の
規
範
性
に
つ
い
て
は 、
今
西
浩
子「「
日朝

林
本
節
用
集」
の
片
仮
名
字
体」
(『
国
語
国
文』
出ヤ
5 、
平
8
・5) 、

「
易
林
本

節
用
集
の
仮
名
遣」
(『
国
語
文
字
史
の
研
究』
3、
平
8・6)
が 、
易
林
本
節
用

集
の
他
の
節
用
集
類
と
は
異
な
る
個
別
の
規
範
と
し
て 、
そ
の
片
仮
名
字
体
と

仮
名
遣
い
と
を
捉
え
て
お
り 、
乾
義国
彦
「{子
注
に
見
る
易
林
本
節
用
集
の
同
字

認
識」
(『
国
語
語
業
史
の
研
究」
尚 、
平
8-
m)
に
も
漢
字
の
字
体
お
よ
び
用
法

に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る 。
古
字
書
の
規
範
性
が
個
別
の
資
料
に
対
し

て
ど
こ
ま
で
有
効
性
を
も
つ
の
か 、
田
村
の
よ
う
な
積
み
重
ね
が
必
要
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る 。
峰
岸
が
触
れ
る
よ
う
に 、
書
体
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
必

要
で
あ
ろ
う 。
そ
の
点
で
は 、
佐
藤
栄
作
「
漢
字
字
体
の
「
内
省
報
告」
の
た

め
に」
(『
国
語
文
字
史
の
研
究』
3、
平
8・6) 、
「
万
葉
仮
名
「
末」
の
字
体
を

め
ぐ
っ
て」
(『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要」
初t
l 、

平
9・9)
の
規
範
性(
字
体)

記
述
の
方
法
は 、
一
{子一
字
の
「
か
た
ち」
の
認
定
に
困
難
さ
を
感
じ
る 。
は
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た
し
て
古
文
献
の
字
体
記
述
に
ど
こ
ま
で
有
効
で
あ
る
の
か 、
ま
た 、
運
筆
ま

で
含
め
て
ど
の
よ
う
な
要
素
の
比
較
が
必
要
か 、
今
後
の
整
備
を
期
待
し
た
い 。

個
々
の
字
体
に
つ
い
て
は 、
西
崎
亨「
上
古
資
料
に
見
え
る
「
ツ」
字」
(『
武

庫
川
国
文』
灯 、
平
8
・
3)
が 、
鎌
倉
時
代
か
ら
現
れ
る
と
さ
れ
る
三
画
目
を

伸
ば
す
片
仮
名
「
ツ」
の
字
体
が
上
代
資
料
に
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ 、

同
「
仮
名
「
止」
と
漢
字
「
止」」
(『
水
門』
問 、
平
8-
m)
は 、
「
止」
字
の

く
ず
し
方
に
漢
字
と
仮
名
と
の
弁
別
意
識
を
認
め
よ
う
と
す
る 。
こ
れ
ら
も 、

佐
藤
の
方
法
に
よ
る
な
ら
ば
異
な
っ
た
記
述
の
方
法
が
考
え
ら
れ
よ
う 。
上
代

に
限
ら
ず
木
簡
の
出
土
が
著
し
い 。
位
相
を
異
に
す
る
資
料
の
出
現
で
文
字
の

「
か
た
ち」
の
歴
史
的
研
究
は
新
た
な
展
開
を
予
感
さ
せ
る 。

二、
素
材
面
2 

{子
舞

李
漢
安「
現
代
韓
国
語
に
お
け
る
漢
字
使
用
に
つ
い
て」
(「
国
語
文
字
史
の
研

究』
3、
平
8
・6)
は 、
韓
国
に
お
け
る
漢
字
使
用
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る

が 、
総
体
的
な
面
か
ら
の
漢
字
の
記
述
(
字
象
研
究)
は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代 、

個
別
の
文
献
に
つ
い
て
必
要
で
あ
る 。
石
塚
(
先
掲
口
頭
発
表)
に
よ
る
日
本
書

紀
の
悉
皆
調
査
の
よ
う
な
作
業
は
今
後
と
も
積
み
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

木
村
睦
子・
田
中
牧
郎
「「
太
陽』
コ
ー

パ
ス
の
作
成
と
活
用」
(
科
研
費
報
告 、

平
9・3)
の
よ
う
な
コ
ー

パ
ス
の
作
成
は
こ
の
分
野
で
は
必
須
の
も
の
で
あ
る

が 、
昨
期
に
比
べ
る
と
こ
の
期
は
や
や
低
調
で
あ
っ
た 。

そ
ん
な
中
で 、
漢
字
に
意
味
コ
l
ド
を
付
り
る
試
み
が 、
林
立
芹
「
統
合
漢

字
の
性
格
を
見
る
た
め
の
意
味
コ
l
ド

付
け
の
試
み」
(『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文

学』
別 、
平
9-
U)
に
な
さ
れ
て
い
る 。
コ
ー
ド

付
け
は 、
昨
期 、
国
立
国
語

研
究
所
報
告『
常
用
漢
字
の
修
得
と
指
導』
(
東
京
書
籍 、
平
6)
で
も
試
み
ら
れ

て
い
る
が 、
漢
字
見
出
し
で 、
音
訓
別
に
コ
l
ド

付
け
し
た
も
の
が
常
用
漢
字

だ
り
で
な
く

漢
字
辞
典
に
付
さ
れ
て
い
て 、
そ
こ
か
ら
類
別
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
れ
ば 、
今
後
の
研
究
に
新
た
な
面
を
拓
く
も
の
と
恩
わ
れ
る 。

74 

三、
運
用
面

漢
字

漢
字
で
も
っ
て
日
本
語
を
書
き
記
す
こ
と
の
根
本
的
な
見
直
し
が
進
ん
で
い

る 。
奥
村
悦
三
「
書
く
も
の
と
書
か
れ
る
も
の
と」
(「
状
況
別
冊
||日本の

古代

をひら
く』 、

平
8・5) 、

神
野
志
隆
光
「
文
字
と
こ
と
ば
・「
日
本
語」
と
し
て
書

く
こ
と」
(『
万
葉
集
研
究』
幻 、
平
9・3)
は 、
考
え
る
こ
と
ば
と
書
く
こ
と
ば

と
の
聞
の
径
庭
を
的
確
に
と
ら
え 、
文
字
の
獲
得
か
ら
散
文
の
成
立
へ
の
道
筋

に
い
わ
ゆ
る
変
体
漢
文
や
漢
文
訓
読
の
存
在
の
大
き
か
っ
た
こ
と
を
説
く 。

奥

村
は
以
前
か
ら 、
正
倉
院
仮
名
文
書
を
対
象
と
し
て 、
仮
名
散
文
の
成
立
の
背

景
に
変
体
漢
文
あ
る
い
は
漢
文
訓
読
を
想
定
す
る
画
期
的
な
考
え
方
を
進
め
て

き
た
が 、
こ
こ
に
き
て
平
仮
名
散
文(
和
文)
の
成
立
を
説
く
に
お
よ
び 、
こ
と

に
こ
と
ば
と
書
記
と
の
関
係
が
鮮
明
に
描
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 。
漢
字
で

書
く
こ
と
か
ら
仮
名
で
書
く
こ
と
へ
の
進
展
の
中
で 、
文
字
と
日
本
語(
と一
般

に
い
わ
れ
る
も
の)
が
い
か
よ
う
に
対
応
す
る
の
か 、
今
後
の
課
題
は
多
い 。
直

接 、
表
記
と
は
か
か
わ
ら
な
い
が 、
浅
見
徹「
説
話
の
記
載」
(『
説
話
論
集』
6、

清
文
堂 、
平
9・4)
も 、
あ
ら
た
め
て
漢
字
で
書
く
こ
と
の
現
実
を
注
意
さ
せ

る 。
ま
た
同
「
日
本
に
お
け
る
文
字
史

序
説

ご
(『
文
林」
討 、
平
9・3)

も 、
漢
字
と
こ
と
ば
と
の
か
か
わ
り
を
問
題
と
す
る 。
こ
の
課
題
は 、
神
野
志

の
論
に
明
ら
か
な
よ
う
に
古
事
記
の
書
き
様
を
ど
う
と
ら
え
る
か
に
関
わ
る 。

そ
の
点
で 、
神
野
志
の
提
起
と
は
別
に 、
犬
飼
隆
「
文
字
言
語
と
し
て
み
た
古

事
記
と
木
簡」
と
東
野
治
之
「
古
事
記
と
長
屋
玉
木
簡」
(
と
も
に「
古
事
記
研
究

体
系
日
古
事
記
の
世
界
上』 、
平
8・
9)
に
は 、
同
じ
資
料
を
参
照
し
な
が
ら

も 、
そ
し
て
そ
の
成
立
に
同
様
の
基
盤
を
考
え
な
が
ら
も 、
安
万
侶
の
営
為
を



個
別
と
見
る
か
普
通
と
見
る
か
の
対
立
が
あ
る 。
は
る
か
以
前
に
亀
井
孝
が
提

起
し
た
「
古
事
記
は
よ
め
る
か」
の
問
い
か
け
が 、
か
の
問
い
か
け
に
よ
っ
て

古
事
記
そ
し
て
古
代
の
漢
字
文
献
に
対
す
る
理
解
が
数
段
進
展
し
た
現
状
に
お

い
て 、
ま
た
あ
ら
た
な
問
い
か
け
と
し
て
輝
き
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
か 。

と
に
か
く
も 、
近
年
大
量
に
出
土
す
る
木
簡
が
今
後
の
研
究
に
不
可
欠
な
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
く 、

「
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究』
(
塙
書
房 、
平
8
・U)
を
は

じ
め
と
す
る
東
野
治
之
の一
連
の
研
究
は 、
現
在
の
木
簡
研
究
の
到
達
点
で
あ

る 。
氏
を
は
じ
め 、
歴
史
学
の
方
か
ら
日
本
語
表
記
に
対
す
る
言
及
が
増
え
て

き
た
が 、
用
語
の
統一
(
た
と
え
ば
和
文
を
ど
う
規
定
す
る
か)
な
ど
ま
だ
ま
だ
深

い
溝
が
あ
る
よ
う
で
あ
る 。
木
簡
を
利
用
し
た
も
の
に
小
谷
博
泰
「
古
事
記
と

木
簡」
(
先
掲「
古
事
記
の
世
界
上」) 、
三
保
忠
夫
「
平
城
宮
長
屋
王
邸
宅
跡
出

土
木
簡
に
お
け
る
助
数
調
に
つ
い
て」
(『
国
語
教
育
論
叢』
7 、
平
9
・9)
も
あ

っ
た 。
ま
た 、
正
倉
院
文
書
の
ほ
う
で
は 、
桑
原
祐
子
「「
正
倉
院
文
書」
に
於

け
る
同
名
異
表
記」
(『
国
語
国
文』
ω'
8、
平
9
・8)

が 、
自
署
と
そ
の
他
の

も
の
と
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
人
名
表
記
の
固
定
化
に
つ
い
て
論
ず
る

が 、
地
名
も
含
め
て
固
有
名
調
表
記
に
つ
い
て
は 、
あ
ら
た
な
資
料
に
基
づ
く

方
法
論
が
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う 。
こ
こ
に
も 、
個
人
の
営

為
と
社
会
性
と
の
問
題
が
生
じ
る 。
万
葉
集
の
表
記
で
は 、
稲
岡
耕
二
「
総
訓

字
表
記
へ
の
志
向
と
そ
の
転
換(
上)」
(
先
掲
『
万
葉
集
研
究」
幻)
は 、
副
題
に

「
工
藤
力
男
氏
に
答
え
る」
と
あ
る
よ
う
に 、
昨
期
の
工
藤
力
男「
人
麻
呂
の
表

記
の
陽
と
陰」
(『
万
葉
集
研
究』
初 、
平
6
・6)
に
対
す
る
反
論
を
含
む 。
稲
岡

の
人
麻
呂
歌
集
略
体
表
記
か
ら
非
略
体
表
記
へ
の
表
記
史
的
な
展
開
説
も
大
筋

で
は
認
め
ら
れ
よ
う
が 、
単
線
的
な
表
記
史
の
段
階
認
識
や
人
麻
呂
個
人
の
営

為
に
帰
す
点 、
仮
名
書
き
の
発
生
時
期
な
ど 、
な
お
細
部
に
は
異
論
も
あ
る
は

ず
で 、
今
後
の
論
争
が
期
待
さ
れ
る 。
内
田
賢
徳「
漢
字
表
現
の
応
用
と
内
化」

文字 ・ 表記 (史的研究)

(
先
掲
『
万
葉
集
研
究』
幻) 、
「
歌
の
中
の
漢
字
表
現」
(『
万
葉」
刷 、
平
9
・5)

は 、
歌
を
漢
字
で
記
す
こ
と
の
そ
の
内
的
過
程
を
「
漢
字
表
現」
と
い
う
タ
ー

ム
で
語
る 。
や
は
り 、

根
底
に
は
こ
と
ば
と
文
字
と
の
聞
の
対
応
関
係
の
非
分

節
性
が
あ
り 、
先
に
あ
げ
た
奥
村
と
好
対
を
な
す 。
今
後
の
用
字
研
究
の
方
向

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う 。
他
の
多
数
の
個
別
の
用
字
研
究
に
つ
い
て
は
省
略
に

従
う 。続

紀
宣
命
に
対
す
る
池
田
幸
恵
の一
連
の
論
考
「
宣
命
の
「
を」
格
表
示」

(『
待
兼
山
論
叢」
刻 、
平
8-
U) 、
「
宣
命
の
漢
文
助
字」
(『
三
重
大
学
日
本
語
学

文
学』
8、
平
9
・
6) 、
「
宣
命
の
助
調
表
示」
(『
語
文』
ω 、
平
9
・7) 、

「
宣

命
の
文
章
構
造」
(『
万
葉』
問 、
平
9
・
9)
で
は 、
助
調
表
記
を
取
り
上
げ 、

書
き
記
す
も
の
と
書
き
記
さ
な
い
も
の
と
の
整
理
が
行
わ
れ
た 。
そ
の
先
ま
で

見
通
し
て
ほ
し
か
っ
た
が 、
宣
命
に
お
け
る
害
か
れ
る
も
の
と
書
か
れ
な
い
も

の
と
の
聞
に
は 、
や
は
り
漢
字
に
よ
る
日
本
語
表
記
の
根
本
的
な
問
題
が
横
た

わ
っ
て
お
り 、
漢
文
助
字
の
使
用
も
含
め
て 、
宣
命
書
き
の
成
立
と
機
能
を
考

え
る
上
で
重
要
で
あ
る 。
宣
命
書
き
の
問
題
は 、
小
谷
説(
宣
命
大
曾
体
か
ら
宣

命
小
書
体へ
の
展
開
説)
と
先
の
人
麻
呂
歌
集
表
記
の
稲
岡
説
と
を
合
わ
せ 、
漢

字
に
よ
る
日
本
語
表
記
の
展
開
と
し
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る 。

い
わ
ゆ
る
変
体
漢
文
の
分
野
で
は 、
基
本
的
な
漢
字
の
用
法
を
厳
密
に
考
察

す
る
こ
と
に
よ
り 、
変
体
漢
文
の
さ
ま
ざ
ま
な
層
を
問
題
に
す
る 、
柚
木
靖
史

「
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
念」
「因。」
の
用
字
法」
(
広
島
女
学
院
大
学
『
国
語
国
文

学
誌』
初 、
平
8-
U) 、
低
城
俊
太
郎
「「
間」
字
の
用
法
か
ら
見
た
浦
島
伝
説」

(
新
潟
大
学
「
国
語
国
文
学
会
誌』
犯 、
平
8
・3) 、

原
裕
「
変
体
漢
文
の
近
称
指

示
代
名
詞
の
用
字
に
つ
い
て」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
灯 、
平
8・3)
な
ど
が

あ
っ
た 。
万
葉
集
に
お
い
て
池
上
禎
造
「
正
訓
字
の
整
理
に
つ
い
て」
(『
万
葉」

M 、
昭
お
・1)
に
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が 、
一
見
当
た
り
前
の
漢
字
の
文
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字
遣
い
が
も
っ
と
も
研
究
の
遅
れ
て
い
る
部
分
で
あ
り 、
今
後
こ
の
分
野
で
も

そ
の
方
面
で
の
見
直
し
が
期
待
さ
れ
る 。

個
々
の
漢
字
表
記
の
問
題
は 、
漢
語
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
む
し
ろ
語
黛
の

方
に
ゆ
ず
り
た
い 。
大
塚
光
信
「
似(
え
せ)
漢
語」
(『
国
語
と
国
文
学」
M'
m 、

平
9-
m)
は 、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
文
字
と
こ
と
ば
の
相
互
に
関
わ
り
な
が

ら
の
変
化
を
鮮
や
か
に
示
し
て
お
り
興
味
深
か
っ
た 。
宇
都
宮
啓
吾「「
急」
字

と
「
イ
ソ
グ」
訓
と
の
対
応
関
係
の
定
着
に
つ
い
て」 、
枚
浦
勝
「「
押」
か
ら

「
横」
へ
と
「
妨」
か
ら
「
暴」
へ」 、
池
田
幸
恵
「「
顛
倒」
小
考」
(
以
上
『
国

語
文
字
史
の
研
究』
3、
平
8・
6) 、
本
間
正
幸
「《
露骨》
考」 、
和
田
潔
「
漢
語

形
成
に
つ
い
て
の一
考
察」
(
以
上
『
成
城
国
文
学』
ロ 、
平
8・
3) 、

藤
井
俊
博

「
今
昔
物
語
集
の
出
典
と
用
字
法」
(『
国
語
国
文」
白l
u 、
平
8-
m) 、
藤
井
涼

子
「
野
郎
評
判
記
「
姿
記
評
林』
『
雨
夜
三
盃
機
嫌』
に
お
け
る
和
語
の
漢
字
表

記」
(『
同
志
社
国
文
学』
日刊 、
平
9・3)
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が 、
個
々

の
問
題
に
つ
い
て
は 、
今
後
と
も
積
み
重
ね
る
し
か
な
い 。
コ
メ
ン
ト
は
差
し

控
え
る 。
そ
の
他
の
多
く
も 、
訓
点
語
研
究
を
は
じ
め
と
し
て 、
個
別
の
現
象

の
貴
重
な
記
述
で
あ
り 、
重
要
な
問
題
に
せ
ま
る
広
が
り
も
感
じ
ら
れ
た 。
近

代
作
家
の
用
字
や
ル
ビ
の
問
題
は 、
今
期
は
卒
業
論
文
の
掲
載
ら
し
き
も
の
を

除
い
て 、
見
落
と
し
も
必
ず
あ
る
と
は回ゅ
う
が
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た 。
ま
だ

ま
だ
遅
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る 。
方
法
の
確
立
が
望
ま
れ
る 。

四、
運
用
面
2 

仮
名

こ
と
ば
と
文
字
と
の
対
応
と
い
う
菌
で 、
近
年
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

仮
名
遣
い
あ
る
い
は
仮
名
文
字
遣
い
は 、
も
っ
と
も
活
発
な
研
究
の
あ
っ
た
分

野
で
あ
る 。
仮
名
遣
い
と
仮
名
文
字
遣
い
と
で
は
発
生
に
お
い
て
原
理
が
異
な

る
も
の
の 、
仮
名
で
書
く
と
い
う
行
為
の
上
で
は
同
類
の
現
象
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る 。
つ
ま
り 、
こ
と
ば
と
文
字
と
の
対
応
の
上
で
直
接
に
は
分
節

に
関
わ
ら
な
い
言
語
外
要
素
の一
表
現
な
の
で
あ
る 。
こ
と
に 、
仮
名
文
字
遣

い
は 、
表
音
文
字
と
そ
れ
に
よ
っ
て
書
き
記
さ
れ
る
音
声
言
語
と
の
違
い
を
如

実
に
示
し
て
お
り 、
先
の 、
漢
字
に
よ
る
日
本
語
表
記
と
は
違
っ
た
意
味
で 、

こ
と
ば
と
文
字
と
の
対
応
が
問
題
と
な
る 。

今
野
真
二
の一
連
の
研
究
は 、
そ
の
仮
名
の
あ
り
方
の
諸
相
を
と
ら
え 、
こ

の
分
野
の
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る 。
「
か
な
づ
か
い
の
転
換
期」(『
国
語
国
文」

“，
3、
平
8・
3) 、
「『
落
葉
集』
の
仮
名
文
字
遣
い
に
つ
い
て」
(『
国
語
文
字
史

の
研
究』
3、
平
8・6) 、
「
平
仮
名
に
よ
る
振
り

仮
名」
(『
国
文
学
研
究」
川 、

平
8・
6) 、

「『
新
撰
仮
名
文
字
遺」
の
新
し
き」
(『
国
語
学』
郎 、
平
8・
ロ) 、

「
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵「
横
笛
物
語』
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て」
(『
早
稲
田
日
本
語
研

究』
5 、
平
9・
3) 、
「
二
つ
の
古
活
字
版
「
よ
こ
ふ
え
た
き
く
ち
の
さ
う
し』」

(『
日
本
語
研
究
セ
ン
タ
ー

報
告』
4 、
平
9・3) 、
「
ひ
ひ
ら
き
考」
(『
国
語
国
文」

ω
7 、
平
9・7)
の
諸
論
考
は 、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
設
定
が
微
妙
に
異
な
り
ま
た

相
互
に
関
わ
り
な
が
ら 、
仮
名
で
日
本
語
を
表
記
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
を 、

そ
の
原
理
面
を
視
野
に
含
め
て
論
じ
る 。
そ
こ
に
は 、
実
例
に
即
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
仮
名
遣
い 、
仮
名
文
字
遣
い
の
あ
り
さ
ま
が
示
さ
れ
る
が 、
こ
れ
ら
が 、

一
つ
の
原
理
で
統
合
さ
れ一
つ
の
著
述
と
な
る
日
を
待
ち
望
む
こ
と
し
き
り 。

一
方 、
音
韻
と
文
字
と
の
関
係
を
中
心
に 、
遠
藤
邦
基「「
う
め」
か
ら
「
む
め」

へ」
(『
人
間
文
化
研
究
科
年
報」
口 、
平
8・
3) 、
「
下
官
集
か
ら
仮
名
文
字
遺
へ」

(『
叙
説』
M 、
平
9・
3) 、
「
古
今
和
歌
集
古
写
本
の
異
文」
(「
国
語
国
文』
日t
5 、

平
8・
5) 、

「
禁
忌
詞
と
読
癖」
(『
国
語
語
業
史
の
研
究』
凶 、
平
8-
m) 、
「
句

読
法
の
史
的
考
察」
(『
関
西
大
学
文
学
論
集」
日や
3、
平
8・
ロ) 、
「
音
便
の
読
み

癖」
(
関
西
大
学
「
国
文
学」
布 、
平
9・
3)
は 、
書
く
時
の
規
範
意
識
と
読
む

側
の
論
理
と
の
聞
に
横
た
わ
る
問
題
を
鮮
明
に
す
る 。
書
記
の
「
書
く
時」
に
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視
点
を
あ
て
る
か 、
「
読
む
時」
に
視
点
を
あ
て
る
か
で 、
そ
の
姿
が
お
お
い
に

か
わ
っ
て
く
る 。
だ
れ
も
が
経
験
す
る
こ
と
だ
け
れ
ど
も 、
従
来
か
ら
テ
l

マ

と
さ
れ
て
き
た
「
読
み
癖」
が 、
音
韻
現
象
に
関
わ
り
な
が
ら
書
記
の
問
題
と

し
て 、
「
よ
む
た
め
の
書
記」
を
深
く
と
ら
え
る 。
今
野
と
は
底
通
し
な
が
ら
も

異
な
っ
た
世
界
が
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る 。
書
く
こ
と
と
読
む
こ
と
と
の
間
に

あ
る
言
語
外
要
素
(
音
声
言
語
か
ら
み
た)
の
異
な
り
か
ら 、
書
記
と
し
て
の
文

字
の
本
質
を
思
い
知
ら
さ
れ
る 。

こ
の
分
野
を 、
時
代
順
に
み
て
ゆ
く 。

宇
都
宮
睦
男
「「
毛」
と
「
ん」」
(
愛

知
教
育
大
学
大
学
院
「
国
語
研
究」
5 、
平
9・
3)
は 、
土
佐
日
記
青
総
書
屋
本

に
み
え
る
「
毛」
と
「
ん」
と
の
使
い
分
け
を
「
毛」
の
示
差
機
能
に
求
め
る 。

仮
名
「
ん」
に
つ
い
て
は 、
「
元」
と
「
毛」
と
の
聞
に
音
韻
面
の
近
似
が
加
わ

り 、
ま
さ
に
文
字
と
こ
と
ば
と
の
対
応
を
考
え
る
上
で
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
で
あ
る 。
最
近 、
こ
の
方
面
で
活
発
な
発
言
を
続
け
る
中
川
美
和(
昨
期

展
望
参
照 、

ま
た
口
頭
発

表
「
院
政
期
の
韻
文
資
料
に
お
け
る
「
も
」

を
表
す
と
い
わ

れ
る
平
仮
名
「ん」
字
につ
い
ての一
考察」
(
国
語
学
会
平
8
秋
季)
な
ど)
の
今

後
の
研
究
も
期
待
さ
れ
る 。

望
月
郁
子
「
世
阿
弥
自
筆
能
本
に
お
け
る
用
字
原
理」
(『
二
松』
口 、
平
9・

3)
は
世
阿
弥
自
筆
本
の
片
仮
名
の
文
字
遣
い 、
長
谷
川
千
秋「
直
音
と
助
音
を

書
き
分
け
る
仮
名
文
字
遺」
(『
国
語
国
文』
ω
7 、

平
9・
7)
は 、
狂
言
本
を

対
象
に
「
ゆ」
の
文
字
に
直
勤
音
書
き
分
け
の
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と

の
報
告 、
方
法
に
お
い
て
粗
密
の
差
は
あ
る
が 、
片
仮
名
資
料
や
今
ま
で
に
触

れ
ら
れ
な
か
っ
た
仮
名
に
も
仮
名
文
字
遣
い
が
検
討
さ
れ
る
の
は 、
音
曲
と
い

う
資
料
の
特
殊
性
も
あ
ろ
う
が 、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る 。

近
世
の
仮
名
遣
い
仮
名
文
字
遣
い
で
は 、
久
保
田
篤
「
恋
川
春
町
『
無
益
委

記」
の
表
記」
(「
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要』
鈎 、
平
8・
3) 、
「
浅
井
了
意
自
筆

文字・表記(史的研究)

版
下
本
の
仮
名
づ
か
い」
(『
国
語
学
論
集」
明
治
書
院 、
平
8
・
6) 、
「『
浮
世
風

呂」
の
平
仮
名
の
用
字
法」
(『
成
際
国
文』
初 、
平
9・3) 、
矢
田
勉
「
具
体
が

な
使
い
分
け
の
衰
退」
『山口
明種教授還暦記念
国
語
学
論
集』
(
明
治
書
院 、
平
8・

6) 、
矢
野
準「
黄
表
紙
類(
草
稿
本・製
版
本)
の
表
記」
(『
香
椎
潟』
位 、
平
9・

3)
な
ど
が 、
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る 。
従
来
の
仮
名
遣
い
を
こ
え
て 、
個
々

の
仮
名
文
字
遣
い
が
時
代
的
に
あ
る
程
度
共
通
す
る
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分

と
の
記
述
が
進
ん
で
き
て
お
り 、
そ
の
点
で
は 、
従
来
の
仮
名
遣
い
の
範
囲
を

越
え
た
観
察
が
ま
だ
ま
だ
多
く
の
資
料
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
そ
の

基
準
と
な
る
よ
う
な
観
点
が
統一
的
に
示
さ
れ
れ
ば
と
思
う 。

小
林
芳
規「
近
世
の
角
筆
文
献
研
究
の
課
題」
(「
文
学
語
学』
問 、
平
8-
m) 、

梅
崎
光
「
米
沢
図
書
館
蔵
倭
玉
篇
の
字
音
の
劫
音
表
記」
(『
語
文
研
究』
的町 、
平

8・
U)
は 、
そ
れ
ぞ
れ
方
言
の
書
記
に
関
す
る
も
の 。
個
別
の
文
献
の
特
殊
な

位
置
付
け
と
し
て
興
味
深
い 。
仮
名
遣
い
書
の
研
究
で
は 、
『
和
字
正
濫
紗」
を

定
家
仮
名
遣
い
に
対
す
る
も
の
と
い
う
よ
り 、
当
代
の
仮
名
遣
い
に
対
す
る
も

の
と
し
て
と
ら
え
る
高
瀬
正一
「「
和
字
正
濫
紗」
に
お
け
る
定
家
仮
名
遣
い
に

つ
い
て」
(『
国
語
国
文
学
報」
目 、
平
9
・
3)
が
あ
っ
た 。

五、
運
用
面
3 

そ
の
他の
要
素

昨
期
の
展
望
に
も 、
補
助
記
号
な
ど
の
研
究
の
少
な
か
っ
た
こ
と
が
い
わ
れ

て
い
る
が 、
こ
の
方
面
は
相
変
わ
ら
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か 。
先
掲 、
遠
藤
邦

基
「
句
読
法
の
史
的
考
察」
に
は 、
読
む
立
場 、
書
く

立
場
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
句
読
法
の
工
夫
が
述
べ
ら
れ
る 。
閏
丙
燦「「
全一
道
人』
の
三
濁
点
に
つ
い

て」
は
本
資
料
の
三
濁
点
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
日
本
に
お
け
る
韓
語
表
記
の

工
夫
を
指
摘
す
る 。

土
屋
信一
「
明
治
初
期
漢
語
辞
書
に
み
る
閥
函」
(「
共
立
国
際
文
化」
ロ 、
平
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9-
7)
は 、
明
治
初
期
に
短
期
間一
時
的
に
の
み
行
わ
れ
た
闘
画
の
実
態
を
報

告
す
る 。
平
出・
拾
頭・
欠
字
の
例
は
古
代
の
文
献
に
も
例
が
あ
り 、
ま
た
気

づ
き
ゃ
す
い
が 、
闘
画
の
例
は
気
に
も
留
め
な
か
っ
た 。
そ
れ
が
明
治
の
あ
る

時
期
に
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
は 、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
非
常
に
興
味
深
い
も

の
だ
っ
た 。

最
後
に 、
い
く
つ
か
気
づ
い
た
こ
と
を
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
あ
げ
る 。
高
橋
久

子
「
扇
揃
え
と
古
辞
書」
(『
国
語
文
字
史
の
研
究」
3、
平
8・6)
は 、
蝋
燭
を

虫
偏
や
火
偏
で
揃
え
る
と
い
う
「
扇
揃
え」
の
具
体
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
使

利 。
た
だ
し
こ
れ
は 、
万
葉
集
な
ど
上
代
文
献
に
既
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り 、

漢
文
と
の
関
係
も
そ
の
方
面
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る 。
漢
字
を
史
的
に
扱
う

時
に
は
上
代
か
ら
現
代
ま
で
幅
広
く
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大
変
で

あ
り 、
個
人
の
能
力
を
超
え
る
面
が
あ
る 。
共
同
研
究
の
よ
う
な
分
担
な
り
が

必
要
で
あ
ろ
う 。
そ
の
点
で
は 、
時
代
を
限
っ
た
用
例
集
と
し
て
今
後
活
用
さ

れ
る
べ
き
資
料
で
あ
る 。
同
じ
「
国
語
文
字
史
の
研
究」
3
の
伊
井
春
樹
「『
成

尋
問
闇
梨
集』
の
字
母」
は 、
仮
名
の
写
し
か
え
か
ら
書
写
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
た
報
告 。
書
写
の
問
題
は
書
記
研
究
の
中
で
大
き
な
問
題
で
あ
り 、
今
後 、

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
研
究
が
進
む
で
あ
ろ
う 。
文
学
研
究
の
側
か
ら
の
こ

う
い
っ
た
発
言
は 、
文
献
学
と
い
う
共
通
の
基
盤
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
る 。
近
時 、
大
学
改
革
と
か
で
文
学
研
究
と
言
語
研
究
と
を

分
割
す
る
動
き
も
あ
る
よ
う
に
聞
く 。
そ
の
間
違
い
が
こ
の一
事
に
よ
っ
て
も

証
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
嬉
し
か
っ
た 。

文
献
の
処
理
に
関
し
て 、
口
頭
発
表
だ
が
小
松
英
雄
「
書
記
テ
ク
ス
ト

の
包

括
的
解
析」
(
訓
点
語
学
会
平
8
秋
季)
は
特
記
し
て
お
き
た
い 。
書
記
と
読
解
と

の
聞
に
危
う
い
関
係
も
考
え
う
る
だ
ろ
う
が 、
そ
の
方
法
は
心
し
て
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う 。
近
年
と
み
に
繊
細
に
な
る
文
献
処
理
を
方
法
と

す
る
論
考
が 、
そ
れ
だ
け
に
終
始
し
て
そ
れ
な
り
に
成
果
を
あ
げ
て
き
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る 。
し
か
し 、
そ
れ
が
百
的
で
な
く
方
法
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い 。
芭
蕉
の
真
筆
騒
動
で
も
わ
か
る
よ
う
に 、
文
献
学
は
解
釈
の
学

で
あ
る 。
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
解
釈
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
お
き
た
い
も
の
で

あ
る 。
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お
わ
り
に

筆
者
の
興
味
に
し
た
が
っ
て
偏
っ
た
賛
言
を
並
べ
た
て
た 。
読
み
誤
り
を
恐

れ
る 。
ま
た 、
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
分
野
も
数
多
く
あ
ろ
う
し 、
何
よ
り

も
管
見
に
及
ば
な
か
っ
た
論
考
も
多
々
あ
る
は
ず
で
あ
る 。
す
べ
て 、
ご
寛
恕

を
願
う 。

文
字
言
語
の
研
究
は 、
環
境
が
整
い 、
い
ま
よ
う
や
く

盛
ん
な
時
期
を
迎
え

た
と
感
じ
た 。
資
料
的
な
面
で
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
も
の
が
共
有
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
け
れ
ど 、
方
法
的
に
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
態
に
あ
る
と
い
っ

て
よ
い 。
た
だ
し 、
研
究
史
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て 、
個
々
人
の
用
語
の
不

統一
も
い
な
め
な
い 。
か
く
い
う
筆
者
自
身
も
「
か
た
ち」
と
か
「
書
き
様」

だ
と
か 、
い
い
か
げ
ん
な
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
が 、
工
藤
力
男
「
位
相
と
い

う
用
語」
(『
成
域
国
文
学」
口 、
平
7)
の
よ
う
な
反
省
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
る 。
菊
池
圭
介
「「
お
く
り
が
な」
「
す
て
が
な」
の
語
史」
(『
語
文』
倒 、
平

8・3)
の
よ
う
な
研
究
も
意
味
を
も
っ
て
く
る 。
今
後 、
こ
の
分
野
が
個
々
人

の
興
味
だ
け
で
な
く

学
と
し
て
進
展
す
る
た
め
に
は 、
用
語
の
共
有
が
是
非
と

も
必
要
で
あ
り 、
そ
の
整
理
が
急
務
で
あ
る
と 、
数
多
く
の
論
考
を
読
ん
で
痛

感
さ
れ
た 。
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